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(2) 

n秒後に点 P が頂点Oにある確率を、 np とする。 

n秒後に点 P が頂点Oにあるとき、 1n 秒後には必ず底面のいずれかの頂点に移る。 

n秒後に点 P が底面のいずれかの頂点あるとき、 1n 秒後に移れる頂点は、底面の隣接した 2頂点か、 

頂点Oのいずれかであるから、確率
3

1
で頂点Oに移る。 

したがって、漸化式 )1(
3

1
1 nn pp  が成り立つ。 
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※(1)は理系甲□1 と共通。 


